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越後妻有アートトリエンナーレ2012

7.29（Sun）▶▶  9.17（Mon）
越後妻有アートトリエンナーレ2012

大地の芸術祭

今回の主な内容

❖ 主要プロジェクト ❖
①越後妻有里山現代美術館／キナーレ
　大地の芸術祭に合わせて越後妻有交流館キナーレ

をリニューアルします。キナーレは越後妻有の自然

環境や風土などをテーマとした作品を展開する「越

後妻有里山現代美術館／キナーレ」となり、カフェ

やショップも併設されます。

photo by ANZAÏ

　今回の大地の芸術祭では、44の国と地域、約320組のアーテ

ィストが約360点の作品を展開します。キナーレのリニューアル、

オーストラリア・ハウスの再建、JR飯山線アートプロジェクト

など目玉となる作品・プロジェクトが満載です。

　今回は、100種類の公式ガイドツアーを用意したり、作品鑑賞

パスポートの特典を充実したりするなど、これまで以上に気軽に、

そしてお得にお楽しみいただけます。

企
画
発
表
会

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー		

北
川
フ
ラ
ム
さ
ん

　
５
回
目
を
迎
え
る
大
地
の
芸
術
祭

は
、
第
２
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
地
域
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
い
く
段
階
で
す
。
大
地

の
芸
術
祭
は
単
な
る
観
光
施
策
で
は
な

く
、
多
く
の
人
が
こ
こ
に
来
て
集
落
や

歴
史
・
文
化
に
触
れ
、
関
わ
る
こ
と
で

地
域
の
人
た
ち
の
誇
り
や
喜
び
に
変
わ

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
観
光
の
形
を
変
え

る
た
め
に
進
め
て
い
る
企
画
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
や
資
源
発
掘
が
重
要
で
、
今
回
は

「
食
の
妻
有
」
を
徹
底
的
に
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
目
標
の
一
つ
と
し
て
は
、
お

年
寄
り
か
ら
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。お
年
寄
り
が
元
気
で
な
い
と
、

若
い
人
も
自
分
の
将
来
に
不
安
を
感
じ

ま
す
。
越
後
妻
有
に
来
た
ら
お
じ
い
ち

�
ん
、
お
ば
あ
ち
�
ん
が
元
気
で
あ
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、新
し
い
公
共
を
目
指
す「
協

働
の
仕
組
み
」
を
作
り
上
げ
、
互
い
に

分
け
合
う
と
い
う
こ
の
地
域
の
取
り
組

み
が
、
世

界
の
モ
デ

ル
に
な
る

で
あ
ろ
う

と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
４
月
28
日
㈯
、
ク
ロ
ス
テ
ン
で
、「
大

地
の
芸
術
祭 
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
２
」
の
企
画
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

は
じ
め
、
こ
へ
び
隊
や
地
元
関
係
者
な

ど
約
４
０
０
人
が
集
ま
る
な
か
、
総
合

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん

か
ら
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
作
品
内

容
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
こ
へ
び
隊
に
よ
る

パ
フ
�
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
と

会
場
は
一
気
に
熱
気
に
包
ま
れ
、
３
か

月
後
の
開
催
に
向
け
て
機
運
が
高
ま

り
ま
し
た
。

大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
長		

関
口
市
長

　
た
び
重
な
る
災
害
を
経
験
し
た
越
後

妻
有
は
、
克
服
す
る
元
気
を
全
国
に
発

信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
人
間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
と
い

う
理
念
は
、
我
々
だ
か
ら
こ
そ
強
く
発

信
で
き
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
元
気
あ

る
越
後
妻
有
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
越
後

妻
有
を
世
界
中
に
発
信
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
私
は
、
成
功
に
向
か
っ
て
全
力

で
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

十
日
町
市
の
元
気
を
全
国
に
発
信

大
地
の
芸
術
祭
を
地
域
づ
く
り
に

大地の芸術祭
越後妻有アートトリエンナーレ2012

　大地の芸術祭は、「人は自然に内包される」を基本理念とし、アートを媒介に地

域の営みや自然・民俗・文化を世界に発信することを目指しています。特に、今回

は昨年の震災からの復興と里山全体がミュージアムであるということをテーマに、

展開される作品とさまざまな地域資源を通してつながりを深めていきます。

平成24年
７月29日㈰
→９月17日（敬老の日）

会  期

２ 階

１ 階

2003年に建設され、今回リニューアルオープンする越後妻有
交流館キナーレ

１階には、クリスチャン・ボルタンスキー（フランス）の「No 
Man's Land」が展開されます（モニュメンタ2010「PESONNES」
／グランパレ（パリ））

・越後しなのがわバル（カフェ）
・グッズショップ
・エフエムとおかまち

ミュージアム空間

作品展示・イベント空間

※詳しくは、次号で紹介します

食事が楽しめる「越後しなのがわバル」では、天井にマッシモ・
バルトリーニ（イタリア）の作品が展開されます

■問合せ：観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

photo by A.Shiraha
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　昨年の長野県北部地震で全壊した日豪交流の拠点「オースト

ラリア・ハウス」を再建します。また、オーストラリア作家・

ブルック・アンドリューさんの作品が展示されるほか、期間中

はアンドリュー・リワルドさんが滞在制作をします。

②オーストラリア・ハウス再建（浦田）④ＪＲ飯山線アートプロジェクト（下条・中里）

⑤越後妻有アーカイブ・CIAN（清水） ○そのほかの多彩な
　プロジェクト

③商店街プロジェクト（中心市街地）

　市街地に効果的に作品を配置

することで、 越後妻有里山現代

美術館／キナーレ〜市街地〜博

物館を巡る流れをつくります。

前回参加した作家眞田岳彦さ

ん、武藤亜希子さんなど、７組

の作家が中心市街地に作品を展

開。会期前や会期中にワークシ

ョップも開催されます。

　JR飯山線の下条駅および越後田沢駅に作品を展

開します。ローカル線にアートを掛け合わせること

で、駅を基点として地域と都市との交流を生む舞台

となることを目指します。また、ジャン＝ミッシェ

ル・アルベローラさんによる「アート列車」も運行

される予定です。

　１回目の大地の芸術祭から参加

する川俣正さんの指導により、ア

ート活動のデータを収集整理する

プロジェクトです。地域社会で営

まれるあらゆる表現活動の軌跡を

蓄積し、研究する施設となること

を目指します。

◆東アジア芸術村プロジェクト
　（津南町）
◆企業・団体とのコラボレーション
　（津南町ほか）
◆Roooots 越後妻有の名産品
　リデザインプロジェクト
　（越後妻有全域）
　〈市報５月10日号４・５ページ〉

﹇ 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
特
典
内
容 

﹈

﹇ 
料
金
（
前
売
り
・
地
元
は
お
得
！
） 

﹈

　

大
地
の
芸
術
祭
は
、
越
後
妻
有

地
域
全
体
が
美
術
館
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
な
の
で
、
全
て
の
作
品
鑑

賞
に
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

特
典
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　
約
１
２
０
か
所
の
施
設
・
店
舗
で
お

得
な
特
典
や
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
作
品
と
と
も
に
地
元
の
店
舗
な
ど

も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
公

式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
主
な
特
典
内
容

・
温
泉
施
設

：
１
０
０
円
引
き
な
ど

・
飲
食
店

：
10
％
割
引
、
デ
ザ
ー
ト
・

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど

・
宿
泊
施
設

：

割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど

作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
情
報

パ
ス
ポ
ー
ト
を
片
手
に

妻
有
を
巡
ろ
う
！

◎
一
般
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
３
、
５
０
０
円

◎
高
・
専
・
大
学
生
３
、
０
０
０
円

※
前
売
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
引

き
◎
中
学
生
以
下
は
無
料

地
元
は
１
、
５
０
０
円
割
引
き

　
今
回
の
市
報
（
５
月
25
日
号
）
に
折

り
込
ん
だ
割
引
券
を
利
用
す
る
と
、
市

内
・
津
南
町
に
住
ん
で
い
る
人
は
１
、

５
０
０
円
割
引
で
購
入
で
き
ま
す
。
こ

の
夏
は
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
親
戚
や

友
人
も
誘
っ
て
、
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー

ト
を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
越
後
妻
有

を
堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
は
６
月
10
日

頃
か
ら
販
売
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
引
換
券
で
の
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す

完成イメージ／アンドリュー・バーンズ・アーキテクト（ オーストラリア）                                                                                                               

武藤亜希子「思い出の庭 T ＋ S ＋ U ＋
M ＋ A ＋ R ＋ I 」

眞田岳彦「イマージェンシー　レインバック
コート（仮称）」

みかんぐみ＋神奈川大学曽我部研究室

アトリエ・ワン＋東京工業大学塚本研究室

越後田沢駅

下条駅
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

仙波由季子さん

（東京都・40歳）

　

ガ
イ
ド
は
、
人
と
土
地
、
人
と

芸
術
祭
を
つ
な
げ
る
役
目
。
ま
た

来
て
く
れ
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
を
し

た
い
で
す
。

新
し
い
出
会
い
で

 

大
切
な
縁
を
結
び
ま
せ
ん
か

地元に住んでいるあなたしかできないことがあります

大地の芸術祭 地元サポーター大募集！
　いよいよ７月29日から開催となる大地の芸術祭。この芸

術祭で活躍していただくツアーガイドや運営などを担うサポ

ーターを募集しています。 参加したい人や興味がある人は、

事務局（☎757-2637）まで問い合わせてください。

●サポーターの要件

　次の要件をすべて満たす人が対象です。

・大地の芸術祭を応援したい満16歳以上で十日町市または

津南町に在住の人、もしくは帰省地が十日町市または津南

町であるなど、越後妻有に縁のある人。（満18歳未満の人

は保護者の同意が必要です）

・ボランティア（無償）で活動できる人。

●サポーターの主な活動内容

・大地の芸術祭ツアーガイド

　　バスにツアーガイドとして添乗し、お客さんを案内します。

・大地の芸術祭運営全般

　作品制作の手伝い、作品周辺環境整備、作品管理当番、

案内所の運営、イベント運営、広報活動などの運営に関す

るさまざまな活動です。

※事前に活動内容の説明や研修があります

　大地の芸術祭を楽しむため、100種類のツアーコースを用意しま

す。魅力あるコースがたくさんありますので、ぜひ利用してくだ

さい。

①ダイジェストコース

　【うぶすなの家〜光の館〜キナーレ】を巡るコース、

　【絵本と木の実の美術館〜まつだい「農舞台」】を巡るコースなど

②テーマ型コースツアー

　建築作品を巡るコース、子どもといっしょに参加するコースなど

❖ 真夏の里山100種類のツアー ❖

私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
魅
力
を
伝
え
ま
せ
ん
か
ー
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声
ー

サーバ
非登録者
既婚者

出会いイベント

出会い

男性登録者

登録者情報のデータ保管
（暗号化して保管）

市
市がデータを
管理、利用登
録者へメール
を配信

メール配信
会員情報の
登録

女性登録者

メール配信
会員情報の
登録

情報の閲覧

市
結
婚
促
進
事
業

﹁
と
お
か
ま
ち
ハ
ッ
ピ
ー
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ（
※
）﹂

～
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
～

　
市
で
は
�
市
民
の
結
婚
促
進
を
図
る

た
め
�
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
�
昨
年
度
の
職
員
知
恵
出
し
会

議
の
提
案
を
受
け
�
た
く
さ
ん
の
人
か

ら
新
し
い
出
会
い
を
通
じ
て
縁
を
結
ん

で
も
ら
う
た
め
�
新
た
に
出
会
い
の
場

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
�

　
希
望
す
る
人
か
ら
の
登
録
完
了
後
�

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
メ
ー

ル
で
配
信
�
携
帯
端
末
か
ら
イ
ベ
ン
ト

の
申
込
み
も
で
き
ま
す
�

　
独
身
の
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
登

録
で
き
ま
す
の
で
�
ぜ
ひ
登
録
し
て
く

だ
さ
い
�

　「
彼
氏
・
彼
女
が
い
た
ら
も
っ
と
毎

日
が
楽
し
い
か
も
」「
こ
こ
数
年
、
新

し
く
友
達
に
な
っ
た
人
が
い
な
い
な

�
」そ
ん
な
あ
な
た
を
探
し
て
い
ま
す
。

登
録
会
員
に
は
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
観
光
情
報
な
ど
も
配
信
さ
れ
ま

す
。
出
会
い
の
場
を
真
剣
に
求
め
て
い

る
人
も
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
興
味
が
あ
る

と
い
う
人
も
、
ま
ず
は
登
録
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
な
お
、
登
録
料
・
会
費
は
無

料
で
す
が
、
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
有

料
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
事
業
者
や
団
体
な
ど
が
市
内

の
会
場
で
開
催
す
る
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
、

登
録
会
員
へ
無
料
で
配
信
し
ま
す
。
詳

細
は
企
画
政
策
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

出
会
い
た
い
人︵
登
録
会
員
︶

大
募
集
！

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
の

皆
さ
ん
へ
情
報
発
信
を
お
手

伝
い
し
ま
す

平成24年
度

市主催の出
会いの場

イベントを
８回開催

（予定）！！

野上明美さん

（水口沢・35歳）

　

自
分
自
身
が
ガ
イ
ド
の
話
を
聞

い
て
感
動
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
を

通
じ
て
交
流
す
る
こ
と
が
楽
し
み

で
す
。

上村吉徳さん

（西本町・39歳）

　

ガ
イ
ド
を
通
じ
て
新
た
な
つ
な

が
り
が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

地
元
な
ら
で
は
の
楽
し
み
を
提
供

し
た
い
で
す
。■問合せ：

　企画政策課協働推進係

　☎757-3693

♥
サ
ー
ビ
ス
開
始
日

：

５
月
25
日
㈮

♥
対
象
者

：
20
歳
以
上
の
独
身
者

※
市
内
外
問
い
ま
せ
ん

♥
配
信
情
報

：

出
会
い
の
場
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
・
市
内
観
光
情
報
な
ど

♥
利
用
料

：

無
料

※
メ
ー
ル
の
受
信
に
か
か
る
通
信
費

は
利
用
者
負
担
で
す

♥
登
録
方
法

①h
a
p
ico

n
3
@

ra
k
u
m

e
.jp

へ
空
メ

ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
か
ら
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

簡
単
に
登
録
で
き
ま
す

②
登
録
用
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の

で
、
本
文
内
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
「
利
用
規
約
」
を
確
認
の
う
え

専
用
フ
�
ー
ム
か
ら
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

※
登
録
し
た
個
人
情
報
は
、
本
サ
ー

ビ
ス
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
登
録
し
た
個
人
情

報
が
会
員
同
士
や
外
部
に
漏
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

QRコード

芸
術
祭
ま
め
情
報
！

大
地
の
芸
術
祭
が
宝
く
じ
の
図
柄

に
な
り
ま
す
�

「棚田／イリヤ＆エミリア・カバコフ」と、「絵
本と木の実の美術館／田島征三」が描かれて
います。６月２日㈯から19日㈫まで１枚100
円で販売される予定です。

※
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
は
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
総

合
世
話
係
を
担
う
よ
う
な
職
務
を
い
い
ま
す
。

と
お
か
ま
ち
ハ
ッ
ピ
ー
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、

結
婚
促
進
の
総
合
窓
口
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
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ニ
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

　
会
場
に
は
１
８
０
人
以
上
が
集
ま

り
、
講
師
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
話
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　
講
師
の
「
施
設
整
備
や
商
店
の
売
り

上
げ
が
伸
び
る
こ
と
だ
け
で
中
心
市
街

地
が
活
性
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

い
う
話
を
聞
い
た
参
加
者
か
ら
は
、「
自

ら
一
歩
を
踏
み
出
す
し
か
な
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
「
中
心
市
街
地
活
性
化
と
は

地
域
づ
く
り
で
あ
る
」
と
考
え
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
機
会
が
、
中

心
市
街
地
や
地
域
の
将
来
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
考
え
・
行
動
す
る

第
一
歩
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹃
十
日
町
な
か
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹄
展
開
中
！

　
中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
に
は
�
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
や
商

店
街
の
皆
さ
ん
な
ど
が
「
何
が
必
要
か
」
を
主
体
的
に
考
え
�
行
動
す
る
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
�
そ
こ
で
課
題
や
意
識
を
共
有
す
る
機
会
と
し
て
�
関
東
経
済
産

業
局
長
の
宮
川
正
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
�
５
月
14
日
㈪
に
中
心
市
街
地
活
性
化
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
�ま
た
�若
手
経
営
者
を
中
心
に
熱
い
思
い
を
持
�

た
人
た
ち
が
集
ま
り
「
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
�
市

報
で
は
本
年
度
数
回
に
渡
り
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
�

﹁
に
ぎ
わ
い
創
出
＠
ま
ち
な
か
﹂

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

○
講
演

・
宮
川
正
さ
ん

　
　（
関
東
経
済
産
業
局
局
長
）

○
事
例
紹
介

・
原
田
弘
子
さ
ん

　
　（
N
P
O
法
人
府
中
ノ
ア
ン
テ
ナ
事
務
局
）

・
本
川
祐
治
郎
さ
ん

　
　（
比
美
町
商
店
街
振
興
組
合
副
理
事
長
）

○
パ
ネ
リ
ス
ト

・
本
川
祐
治
郎
さ
ん

・
山
内
直
道
さ
ん

　
　（
本
町
３
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
）

・
樋
熊
篤
史
さ
ん

　
　（
㈲
ひ
ぐ
ま
堂
代
表
取
締
役
）

　
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の

一
つ
と
し
て
、「
十
日
町
な
か
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
共
通
の
ロ
ゴ

を
使
用
す
る
も
の
で
、
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活

動
す
る
皆
さ
ん
が
一
体
感
を
持
っ
て

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
す
る
に
は
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
的
に
し

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
際
、
チ

ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
に
共
通
ロ
ゴ
を
掲
載

す
る
だ
け
で
す
。
ロ
ゴ
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ロ
ゴ
を
使
っ
て
元
気
な
「
十
日
町

な
か
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を

中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を

～
中
心
市
街
地
活
性
化
と
は
地
域
づ
く
り
～

■
問
合
せ

：

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
　
☎
７
５
７

�

３
６
９
１

ボールを投げ続けた結
果、10年後に変わり始
めた…（本川）

最初から中心市街地の活
性化を目的に活動したわ
けではない（原田）

十日町らしいストーリー
を出していくことが大事

（宮川）

若い人たちが「自分のま
ちもおもしろい」と思え
ることが大切（樋熊）

やりたい人たち自ら負担
し合って始めた（山内）

　
「
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

若
手
経
営
者
を
中
心
に
、
商
店
街
で

「
○
○
し
た
い
！
」
と
い
う
強
い
思
い

を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
中
心
市

街
地
を
元
気
に
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
第
１
回
は
、
全
３
グ
ル
ー
プ
の
各

リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
熱
い
思
い
を
紹
介
し

ま
す
。

空き店舗活用グループリーダー
樋熊秀行さん（衣料のかみしん）

イベント企画運営グループリーダー
西野健一さん（mijot）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

商店街にぎわい研究所
坂井昌宏さん

※にぎわいプロジェクトは十日町市の
　業務委託を受けて実施しています

■
問
合
せ

：

に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
（
商
店
街
に
ぎ
わ
い
研
究
所

内
☎
７
６
１

�

７
２
３
０
）

　中心市街地の商店街に「昔は行っていたけど、最近行ってないなぁ」
という人、「あまりなじみがないんだよね」という若い世代、そんな
人たちに興味を持ってもらえる“きっかけ作り”を考えています。具
体的には、おととしから行っている「とおか市」のさらなるパワーア
ップ。そして、本年度から始める毎月最終土曜日のイベント「にぎわ
いサタデー」。今、企画としてあがっているものを一部紹介しますと、
商店街No.1のイケメンを決める「イケメン総選挙」、アーケードを使
った「商店街版 福男・福女」などです。今後のにぎわいプロジェク
トのイベントにご期待ください。

〈開催予定〉６月10日㈰ 第19回とおか市「商店街じゃんけん大会」
　　　　　　６月30日㈯ にぎわいサタデー vol.2「イケメン総選挙」

　僕たち情報発信グループは、中心市街地のあらゆる情報を、主に女
性ならではの視点・感性で楽しくわかりやすく、市民・全国に発信し
ていきます。
　そして、多くの人から十日町に足を運んでもらえるよう、今までに
ないような情報発信を考え、実行に移していきたいと思います。
　具体的な内容は次回お知らせしますので、ご期待ください。

情報発信グループリーダー
上村吉徳さん（モダン食堂KICHI）

　僕たちのグループは、商店街の空き店舗を使うことで、商店街にに
ぎわいを作ることを目的に活動しています。そこで、本町３丁目の「商
店街にぎわい研究所」をみんなが集まれる空間に変えました。ここで
は、にぎわいプロジェクトが運営する駄菓子やアクセサリーの店とチ
ャレンジショップ（※）を実施しています。昼は高齢者、夕方は学生
の憩いの場になれるように日々考えています。そこで、現在チャレン
ジショップ２～３店を募集しています。家賃は１ブース月額１万円（光
熱水費別）です。ここでの出店をきっかけに、別の空き店舗での創業
や業務拡大につながればと期待しています。興味がありましたら連絡
してください。また、空き店舗活用グループのこれからの活動に期待
してください。そして、店に遊びにきてください。

にぎわい
なう
にぎわい
なう
にぎわい
なう
Vol. １

公式Facebookページ
http://www.facebook.com/
chukatsusinpo/

※チャレンジショップとは…中心市街地で出店を目指す人のための仮店舗
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催
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　
市
で
は
、
講
座
の
企
画
・
運
営

を
委
託
す
る
『
女
性
中
心
の
グ

ル
ー
プ
』
を
募
集
し
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
や
子
育
て
、
福
祉
、
介
護
、

健
康
、
教
育
、
環
境
な
ど
発
信
し

た
い
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

●
事
業
期
間
＝
７
月
〜
25
年
２
月

●
委
託
料
＝
上
限
20
万
円

●
応
募
方
法
＝
６
月
15
日
㈮
ま
で

に
企
画
政
策
課
や
公
民
館
な
ど

に
用
意
し
て
あ
る
応
募
用
紙
ま

た
は
任
意
の
様
式
に
、
グ
ル
ー

プ
名
・
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
グ
ル
ー
プ
Ｐ
Ｒ
・

講
座
の
テ
ー
マ
・
概
算
事
業
費

を
記
入
し
て
提
出
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
応
募
も
可
）

　
・
　
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係

　（
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３
、　

７
５
２

｜

４
６
３
５
）
電
子

メ
ー
ル

：t-k
ik

a
k
u
@

city
.

㈫
・
21
日
㈮
・
25
日
㈫
・
28
日
㈮
、

10
月
２
日
㈫
・
５
日
㈮
・
９
日

㈫
午
前
10
時
～
11
時
30
分
※
随

時
受
付
　

　
年
４
、
０
０
０
円
　

　
・
　
・
　
中
央
公
民
館
（
☎
７

５
７

｜

５
０
１
１
）

す
。出
会
い
の
場
を
創
出
し
ま
す
。

話
し
好
き
、
酒
好
き
の
皆
さ
ん
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

　
6
月
10
日
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

十
日
町
市
街
の
飲
食
店
10
店
舗

（
受
付
場
所
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
案
内
）

　
20
歳
以
上
の
男
女
※
未
婚
・
既

婚
不
問

　
男
性

：

７
、０
０
０
円
、女
性

：

４
、
５
０
０
円

　
男
性
１
０
０
人
、
女
性
１
０
０

人
（
同
性
同
士
２
人
１
組
で
応

募
）
※
先
着
順

　
・
　
十
日
町
商
工
会
議
所
青

年
部
（
☎
７
５
７

｜

５
１
１

１
）
ま
た
は
「
郷
コ
ン
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://sa

to
co

n
.

n
e
t/

）

￥

申

問

会 　
青
年
層
や
女
性
層
の
中
・
小
規

模
企
業
経
営
者
を
中
心
に
幅
広
い

業
種
が
参
加
し
て
、
中
小
企
業
の

課
題
と
施
策
の
あ
り
方
を
話
し
合

い
ま
す
。

　
５
月
29
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時

　
ク
ロ
ス
テ
ン

　
産
業
政
策
課
（
☎
７
５
７
―

３
１
３
９
）

８
時

：

発
表
会
、
８
時
〜
９

時

：

交
流
会

　
無
料

　
・
　
・
　
国
際
大
学
（
南
魚
沼

市
）（
☎
０
２
５
―
７
７
９
―

１
４
９
８
）

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば

ち
い
さ
な
企
業
未
来
会
議

第
18
回
十
日
町
市
書
道
協
会
展

　
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な

い
人
を
対
象
に
、
日
本
語
を
学
ぶ

講
座
で
す
。
会
話
や
音
楽
鑑
賞
、

書
き
取
り
な
ど
を
し
な
が
ら
、
楽

し
く
な
ご
や
か
に
学
習
し
ま
す
。

　
６
月
12
日
㈫
（
開
講
日
）・
15

日
㈮
・
19
日
㈫
・
22
日
㈮
・
26

日
㈫
・
29
日
㈮
、
７
月
３
日
㈫
・

６
日
㈮
・
10
日
㈫
・
13
日
㈮
、

９
月
11
日
㈫
・
14
日
㈮
・
18
日

第
20
回
国
際
大
学
留
学
生

日
本
語
発
表
会
・
交
流
会

市
民
吹
奏
楽
団

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
’１２

日

日 日会会 問問

￥

￥

会

申

問

　
６
月
１
日
㈮
午
後
６
時
30
分
〜

　
６
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
７
時
※
３
日
は
３
時

ま
で

　
博
物
館

　
無
料

　
金
澤（
☎
７
５
２
―
４
２
２
１
）

　
６
月
９
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

※
開
場
６
時

　
市
民
会
館

　
大
人
前
売
り
７
０
０
円
（
当
日

８
０
０
円
）、
中
・
高
生
前
売

り
５
０
０
円
（
当
日
６
０
０

円
）、
小
学
生
以
下
無
料

●
曲
目
＝
バ
レ
エ
組
曲
「
青
銅
の

騎
士
」
よ
り
、大
河
ド
ラ
マ
「
平

清
盛
」、
朝
ド
ラ
特
集
ほ
か

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
イ
ト
ー
楽

器
、
楽
器
の
お
ぎ
の
、
中
央
公

民
館

　
二
瓶
（
☎
０
９
０
―
４
６
０
３

―
０
２
８
３
）

日会￥　
十
日
町
初
開
催
の
街
コ
ン
で

十
日
町
街
コ
ン「
郷さ

と

コ
ン
」

日会対￥申

問

問

日 定

　
情
報
館
で
、
気
軽
に
パ
ソ
コ
ン

に
触
れ
、
暮
ら
し
に
役
立
て
て
も

ら
う
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
入
門
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
初
め
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
初
め
て
触
る

人
）】

　
電
源
の
入
れ
方
、マ
ウ
ス
操
作
、

文
字
入
力
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
基
礎

　
６
月
19
日
㈫
〜
21
日
㈭
、
６
月

26
日
㈫
〜
28
日
㈭
午
後
２
時
～

４
時
（
各
３
回)

【
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
ー
ル
（
キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
入

力
が
で
き
る
人
）】

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
、
情
報
検

索
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
楽
し
み
方

　
７
月
10
日
㈫
〜
12
日
㈭
午
後
２

時
～
４
時
（
３
回)

【
ワ
ー
ド
入
門
（
キ
ー
ボ
ー
ド
で

文
字
入
力
が
で
き
る
人
）】

　
レ
イ
ア
ウ
ト
、
写
真
の
挿
入
な

ど
、
見
や
す
い
文
書
の
作
り
方

（
ワ
ー
ド
２
０
０
７
使
用
）

　
７
月
３
日
㈫
・
10
日
㈫
・
17
日

　
３
回
の
コ
ー
ス
３
、
０
０
０
円

４
回
の
コ
ー
ス
４
、
０
０
０
円

　
各
コ
ー
ス
先
着
18
人
※
受
講
者

が
５
人
以
下
の
コ
ー
ス
は
中
止

す
る
場
合
あ
り

　
は
が
き
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
①

希
望
の
コ
ー
ス
②
郵
便
番
号
③

住
所
④
氏
名
⑤
電
話
番
号
を
明

記
し
て
申
込
み
。
※
電
話
申
込

み
も
可

※
第
２
期
の
講
習
は
、
９
月
か
ら

開
催
し
ま
す

　
・
　
・
　
〒
９
４
８

｜

０
０
７

２
十
日
町
市
西
本
町
２ 

情
報

館
（
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０
、

　
７
５
０

｜

５
１
０
３
）

㈫
・
24
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
、

７
月
17
㈫
〜
20
日
㈮
午
後
２
時

～
４
時
（
各
４
回
）

【
エ
ク
セ
ル
入
門
（
キ
ー
ボ
ー
ド

で
文
字
入
力
が
で
き
る
人
）】	

　
集
計
表
や
グ
ラ
フ
の
作
り
方
な

ど
、便
利
な
表
計
算
の
使
い
方（
エ

ク
セ
ル
２
０
０
７
使
用
）

　
７
月
６
日
㈮
・
13
日
㈮
・
20
日

㈮
・
27
日
㈮
午
後
７
時
～
９
時

（
４
回
）

平
成
24
年
度 

情
報
館
主
催

第
１
期
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
入
門
講
習

￥

日

日

日日

会
Ｆ

申

問

定申

せ
付
け
」
を
学
び
ま
す
。

　
・
　
ク
ロ
ス
テ
ン
（
☎
７
５
７

―
２
３
２
３
）

　
６
・
７
月
の
毎
週
㈭
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

　
１
回
５
０
０
円
※
着
物
一
式
持

参
（
有
料
貸
し
出
し
あ
り
）

　
10
人

　
ペ
ア
に
な
っ
て
、お
互
い
の
「
着

●入館料：大人500円、小・中・高生300円
　（市内小・中学生は無料）
●参加費：大人500円、小・中・高生300円
●集合場所・問合せ：キョロロ ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

２日㈯ 午後１時〜３時：ブナ林調査

３日㈰ ・17日㈰ ・24日㈰午後１時〜２時30分：
里山の生き物探険

９日㈯ 午後１時〜３時：アリ調査

10日㈰ 午後１時〜２時30分：田植え
（３日から10日に延期されました）

16日㈯ 午後１時30分〜５時：花ごよみ調査

23日㈯ 午前４時30分〜７時30分：探鳥会

30日㈯ 午後７時30分〜８時30分：
ホタル観察会

 「森の学校」キョロロ
６月の里山体験プログラム

会

問

日￥定内
ク
ロ
ス
テ
ン
体
験
工
房
館

６
・
７
月
の
着
付
け
教
室

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

申

問

十
日
町
市
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
愛
称
を
募
集

　
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
、
子

ど
も
の
発
育
・
発
達
を
促
す
活
動

支
援
を
行
う
施
設
で
、
平
成
25
年

に
十
日
町
小
学
校
に
併
設
さ
れ
ま

す
。
親
し
み
あ
る
愛
称
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
＝
６
月
６
日
㈬
ま
で

　
・
　
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ

ー
ル
・
電
子
申
請
の
い
ず
れ
か

で
①
愛
称
②
愛
称
の
意
味
、
理

由
な
ど
③
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
〒
９
４
８

｜

８
５
０
１
十
日
町
市
千
歳
町
３

｜

３
十
日
町
市
役
所
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎
７
５

７

｜

３
７
１
９
、　

７
５
７

｜

３
８
０
０
）
電
子
メ
ー
ル

：

t-kosodate@
city

.tokam
achi.lg.jp

申

問

24
年
度
十
日
町
市
男
女
共
同

参
画
推
進
委
託
事
業

地
域
で
講
座
を
開
催
す
る

女
性
グ
ル
ー
プ
を
募
集

Ｆ

Ｆ

申問
文
書
発
送
用
封
筒
（
角
型

２
号
）
の
広
告
募
集

　
市
が
約
１
年
間
使
用
す
る
封
筒

（
５
万
枚
）
に
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容
＝
６
枠
（
１
枠

：

縦

60
㎜
×
幅
90
㎜
）

●
掲
載
料
＝
１
枠
４
万
２
、
０
０

０
円
（
税
込
）
※
別
途
デ
ザ
イ

ン
作
成
料
が
必
要
で
す

　
６
月
20
日
㈬
ま
で
に
ア
イ
プ

ラ
イ
ン
ニ
ン
グ
（
高
速
印
刷

㈱
）・
皆
川
（
☎
０
２
５
８
―

21
―
２
８
４
２
）、
電
子
メ
ー

ルm
in

a
g
a
w

a
@

k
o
u
so

k
u
-

p
rin

t.jp

　
財
政
課
契
約
検
査
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
４
）

　
市
で
は
、
窓
辺
に
つ
る
性
の
植

物
を
植
え
る
こ
と
で
強
い
日
差
し

を
和
ら
げ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

●
参
加
資
格
＝
市
内
在
住
の
個
人

や
市
内
の
事
業
所
・
団
体
・
学

校
な
ど

●
カ
ー
テ
ン
の
横
幅
＝
①
個
人
の

部

：

３
ｍ
以
上
②
団
体
の
部

：

６
ｍ
以
上
※
材
料
は
各
自
負
担

●
参
加
募
集
数
＝
各
20
組
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

●
表
彰
＝
写
真
審
査
を
行
い
優
秀

賞
を
決
定
。（
参
加
賞
あ
り
）

　
・
　
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
環
境

衛
生
課
環
境
企
画
係
（
エ
コ
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
☎
７
５
２

―
３
９
３
４
）

申

問

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
参
加
者
募
集

　
手
作
り
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
を

申

問

対￥
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ま
つ

り
２
０
１
２
参
加
者
募
集

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場

に
飾
り
ま
せ
ん
か
。
６
月
10
日
㈰

午
前
９
時
30
分
か
ら
は
吉
田
中
学

校
で
無
料
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

●
展
示
期
間
＝
７
月
８
日
㈰
〜
15

日
㈰
※
審
査
発
表
は
８
日
㈰

　
個
人
や
家
族
、
団
体
な
ど
※
花

を
商
売
と
し
て
い
る
人
は
除
く

　
無
料
（
材
料
は
各
自
負
担
）

●
応
募
条
件
＝
①
コ
ン
テ
ナ
は
80

㎝
四
方
ま
で
②
水
や
り
は
各
自

で
お
願
い
し
ま
す
③
展
示
期
間

中
の
破
損
な
ど
の
弁
償
は
し
ま

せ
ん

　
・
　
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
吉
田

公
民
館
（
☎
７
５
２
―
２
８
７

４
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

12市報とおかまち　平成24年5月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年5月25日号13

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　
6
月
8
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

　
無
料

　
体
と
心
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
内
履

入
門
コ
ー
ス
１
」
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。 

　
６
月
９
日
㈯

　
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い

　
・
　
・
　
十
日
町
地
域
消
防
本

部
（
☎
７
５
７
―
１
５
５
８
）

【
６
月
４
日
㈪
・
18
日
㈪
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

【
６
月
12
日
㈫
】

午
前
９
時
〜
11
時

川
西
庁
舎

【
６
月
14
日
㈭
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

吉
田
公
民
館

【
６
月
15
日
㈮
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

水
沢
公
民
館

【
６
月
18
日
㈪
】

午
前
９
時
〜
11
時

松
代
庁
舎

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

松
之
山
庁
舎

【
６
月
22
日
㈮
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

中
条
公
民
館

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

下
条
公
民
館

【
６
月
25
日
㈪
】

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

中
里
庁
舎

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

　
３
か
月
〜
５
か
月
児

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
】

　
６
月
22
日
㈮

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

　
７
か
月
〜
９
か
月
児

●
受
付
＝
午
前
９
時
45
分
〜
10
時

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

　
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７

｜

９
７
５
９
）

　
小
さ
い
子
ど
も
を
一
時
的
に
預

か
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
「
い
ち
ご
」

代
表
・
酒
井
（
☎
７
５
７
―
４

０
０
５
）

問

申

問
松
代
観
音
祭
（
７
月
21
日
㈯
）
で

花
火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か

　
夜
空
に
あ
な
た
だ
け
の
花
を
咲

か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
（
８
、
０
０

０
円
程
度
か
ら
）。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
　
６
月
20
日
㈬
ま
で
に
松
代

観
音
祭
実
行
委
員
会
（
☎
５
９

７
―
２
０
０
６
）

申

問

●診療時間：午前８時30分〜午後５時

※昼休み時間が医療機関により異なります

　ので、午後の診療開始時間は問い合わせ

　てください

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

大熊内科医院 山本１ 752-7066

津南病院
津南町
大割野 765-3161

(下)山口医院
下条
中央通り 755-2003

大坪医院
四日町
新田２ 757-6100

上村病院
田中
（中里） 763-2111

庭野医院 寿町４ 752-271124日㈰

17日㈰

３日㈰

10日㈰

６月の休日救急医

問健康支援課成人保健係　☎757-9764

健
康
相
談
（
保
健
師
に
よ
る
相
談
）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
不
眠
、
不
安
、
意
欲
の
低
下
な

ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
本
人

で
も
家
族
で
も
無
料
で
相
談
で
き

ま
す
。
※
要
予
約

　
６
月
12
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

　
川
西
庁
舎

●
医
師
＝
山
下
医
師
（
山
下
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　
・
　
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

　
６
月
28
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

　
津
南
町
役
場

●
医
師
＝
佐
藤
医
師
（
中
条
第
二

病
院
）

　
・
　
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康

●
募
集
人
員
＝
若
干
名

●
応
募
資
格
＝
満
20
歳
以
上
※
ほ

か
に
も
要
件
あ
り

●
業
務
内
容
＝
河
川
愛
護
活
動
や

地
域
情
報
な
ど
を
報
告

●
任
期
＝
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

●
手
当
＝
月
額
４
、
５
８
０
円

●
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
、「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
応

募
用
紙
希
望
」
と
記
入
し
送
付

　
・
　
６
月
11
日
㈪
ま
で
に
〒
９

４
０
―
０
０
９
８
長
岡
市
信
濃

１
―
５
―
30
信
濃
川
河
川
事
務

所
占
用
調
整
課
「
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
募
集
」
係
（
☎
０
２
５

８
―
32
―
３
２
６
８
）

信
濃
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

申

問

（福）
十
日
町
福
祉
会
職
員
募
集

　
平
成
25
年
４
月
採
用
の
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種
＝
①
介
護
職
員
②
支

援
員
③
看
護
師

●
募
集
人
員
＝
①
15
人
②
5
人
③

３
人

●
受
験
資
格
＝
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人
①
介
護
福
祉
士
、

ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
②
介
護
福

祉
士
資
格
を
有
す
る
人
優
遇
③

看
護
師
、
准
看
護
師
免
許

●
勤
務
地
＝
十
日
町
福
祉
会
運
営

の
事
業
所
の
う
ち
い
ず
れ
か

●
試
験
日
＝
１
次
試
験

：

６
月
24

日
㈰
、
２
次
試
験

：

７
月
中
旬

　
・
　
６
月
11
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
・
卒
業
証
明
書
な
ど
を
添
え

て
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
三
好
園
し
ん

ざ
（
☎
７
５
２
―
７
６
７
０
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

福
祉
部
地
域
保
健
課
（
☎
７
５

７
―
２
４
０
２
）

日会申

問

申

問

日会

会

会 会 会会 会 会 会 会 会

臨
床
心
理
士
こ
こ
ろ
の
相
談
会

所
隣
）

　
・
　
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係 

（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

　
人
間
関
係
や
家
庭
問
題
な
ど
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。
※
要
予
約

　
６
月
13
日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

日会申

問
全
血
献
血

健
康
支
援
課
成
人
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
６
４
）
ま
た
は

各
支
所
市
民
課

問

　
午
後
１
時
45
分
〜
３
時
30
分

　
J
A
十
日
町
本
店

　
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

【
６
月
26
日
㈫
】

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー

問

　
椎
野
慎
祐
さ
ん
（
介
護
福
祉

士
）、
羽
鳥
里
恵
さ
ん
（
理
学

療
法
士
）

　
・
　
・
　
６
月
４
日
㈪
ま
で
に

介
護
老
人
保
健
施
設
き
た
は

ら
・
榎
本
（
☎
７
５
２
―
７
０

４
０
）

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
と
聴
覚
・
音
声
・
言
語
機

能
障
が
い
者

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎
７
５

７
―
９
７
５
８
）

問

救
急
あ
ん
し
ん
カ
ー
ド
を

５
月
中
に
配
布
し
ま
す

第
１
回
介
護
教
室
・
家
族

交
流
事
業

認
知
症
予
防
講
演
会

～
ア
ー
ト
で
脳
の
活
性
化
を
図
る
～

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

申

問

　
ク
ロ
ス
テ
ン

　
無
料

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
臨
床
美
術

士
に
よ
る
実
習

　
宇
野
正
威
さ
ん
（
国
立
精
神
・

神
経
セ
ン
タ
ー
武
蔵
病
院
副
院

長
）

　
・
　

6
月
5
日
㈫
ま
で
に
福
祉

課
お
と
し
よ
り
相
談
係
（
☎
７

５
７
―
９
７
５
８
）

　
６
月
10
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

日会 会

会

内講申

問

日内

講

問

手
話
奉
仕
員
窓
口
配
置

　
６
月
11
日
㈪
午
前
11
時
〜
午
後

３
時

●
配
置
場
所
・
　
福
祉
課
（
☎
７

５
７
―
３
７
８
２
）

日

問

　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
緊
急
連
絡
先
や
、
か

か
り
つ
け
医
療
機
関
な
ど
の
情
報

を
記
載
し
、
冷
蔵
庫
に
貼
り
つ
け

る
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
「
救
急
あ
ん

し
ん
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
ま
す
。

　
地
域
の
救
命
率
向
上
を
目
指

し
、
毎
月
「
９
日
」
に
、
応
急
手

当
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
本
年
度

か
ら
90
分
の
短
時
間
講
習
「
救
命

日会 内

申

問

応
急
手
当
講
習
会

￥

￥

対
離
乳
食
教
室

【
離
乳
の
は
じ
め
て
コ
ー
ス
】

　
６
月
８
日
㈮

日

対日対 会 会問 持
児
童
手
当
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
６
月
８
日
㈮
は
児
童
手
当
の
定

期
支
給
日
で
す
。
４
月
末
現
在
の

受
給
者
の
口
座
に
児
童
手
当
を
振

り
込
み
ま
す
。
な
お
、
４
月
１
日

か
ら
の
制
度
改
正
に
よ
り
名
称
が

「
子
ど
も
手
当
」か
ら「
児
童
手
当
」

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
※
支
給

額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

【
現
況
届
】

　
４
月
末
現
在
の
受
給
者
に
後
日

現
況
届
を
郵
送
し
ま
す
。
現
況
届

を
提
出
し
な
い
と
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
※
５
月
に
認
定
さ

れ
た
受
給
者
は
、
現
況
届
の
提
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

27日㈬
午後１時
　〜１時30分

24年２月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

28日㈭
午前９時
　〜９時30分

23年８月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

20日㈬
午後１時
　〜１時30分

22年12月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

27日㈬
午前９時
　〜９時30分

21年12月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

21日㈭
午後１時
　〜１時30分

20年12月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯面

塗布希望確認票（１歳６か月児）、視聴覚アン
ケート（３歳６か月児）、着替え、おむつなど

◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
す。届かない人は母子保健係へ連絡してください

◎２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護
者も歯みがきをしてきましょう

６月の乳幼児健診

健康支援課母子保健係　☎757-9759問

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

喫
煙
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
を
見

直
し
、
自
分
自
身
や
家
族
の
命
を

守
る
た
め
、
禁
煙
に
挑
戦
し
ま
し

ょ
う
。

　
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
６
４
）

【
５
月
31
日
～
６
月
６
日
は
禁
煙

週
間
】
平
成
24
年
度
禁
煙
週
間
の

テ
ー
マ
「
命
を
守
る
政
策
を
！
」

　
喫
煙
が
健
康
に
与
え
る
影
響
は

大
き
く
、
受
動
喫
煙
の
危
険
性
や

ニ
コ
チ
ン
の
依
存
性
を
踏
ま
え
る

と
、
喫
煙
は
個
人
の
嗜
好
に
と
ど

ま
ら
な
い
健
康
問
題
で
す
。ま
た
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
う
え

で
、
た
ば
こ
対
策
は
重
要
な
課
題

【
定
期
支
給
日
】

持



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

【おはなしひろば】

　16日㈯午前10時〜

　干溝集落センター

　幼児〜小学３年生くらい

　中里総合センター

　（☎763-2493）

【読み聞かせの会「どんぐり」】

　16日㈯午後２時〜３時

　幼児〜小学３年生

　・　情報館（☎750-5100）

【おはなしぴよぴよ】

　２日㈯・９日㈯・23日㈯・30

日㈯午前10時30分〜11時

　乳幼児

　・　情報館（☎750-5100）

【おはなし「たまてばこ」】

　14日㈭午前10時〜11時

　乳幼児とその保護者

　・　情報館（☎750-5100）

【ボーイスカウト】

　10日㈰・24日㈰

　小学１〜５年生

　※１・２年生は親子で参加

　根津（☎757-5077）

【託児付きエアロビクスサークル】

　７日㈭・14日㈭・21日㈭・28日

㈭午前10時15分〜11時30分

　中央公民館

　関口（☎090-1656-0200）

【すこやかランド】

　26日㈫午前10時〜11時

　生後４か月〜1歳未満の乳児と

その保護者

　・　中央公民館（☎757-5011）

【なかよしランド】

　５日㈫・12日㈫・19日㈫・26

日㈫午前10時〜11時

　30日㈯運動会午前10時〜正午

　市民体育館

　※19日㈫のみサンクロス十日町

　１歳〜未就園児と保護者

　中央公民館（☎757-5011）

【いっしょにあそぼ】

　７日㈭・14日㈭・21日㈭・28

日㈭午前10時〜11時

　未就園児と家族

　・　水沢公民館（☎758-3101）

【すくすく教室】

　６日㈬・13日㈬・20日㈬・27日

㈬午前９時30分〜11時30分

　千手中央コミュニティセンター

　未就園児と家族

　春日（☎090-4939-7967）

【橘にこにこルーム】

　１日㈮・15日㈮午前９時30分

〜11時30分

　橘高齢者コミュニティセンター

　未就園児と家族

　子育て支援センターえくぼ

　（☎768-2352）

【十日町おやこ劇場】
「おはなしてんこもり」

　９日㈯午前10時30分〜11時30分

絵本の貸し出しあり

　・　加賀書院（☎752-2114）
「高学年向け鑑賞会」君がいるから

　２日㈯午後７時〜

　サンクロス十日町
「低学年向け鑑賞会」サクラがいく！

　16日㈯午後６時30分〜

　サンクロス十日町
「わくわくキッズ」

　７日㈭・21日㈭午前10時45分

〜11時45分

　中央公民館 
「親子de cafe」

　２日㈯午前10時〜11時45分

　中央公民館

　丸山（☎090-2548-0507）

【ぐりぐらルーム】

　９日㈯午前10時〜11時

　下条公民館

　乳幼児〜小学生

　水落（☎756-2254）

【おはなしの会「ふきのとう」】

「人形劇」ぶんぶくちゃがま

　30日㈯午前10時〜11時

　300円（３歳未満無料）

　・　千手中央コミュニティセン

ター（☎768-2308）

14市報とおかまち　平成24年5月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年5月25日号15

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）

扶養親族
などの数

所得
制限額

収入額

０人 622万円 833万円

１人 660万円 875万円

２人 698万円 917万円

３人 736万円 960万円

４人 774万円 1,002万円

【
所
得
制
限
】

　
６
月
分
か
ら
所
得
制
限
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
父
母
の
ど
ち
ら
か
の

所
得
が
所
得
制
限
額
を
超
え
て
い

る
場
合
は
、
子
ど
も
一
人
あ
た
り

の
月
額
が
５
、
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７

｜

３
７
１
９
）

問

※給与所得者の目安額です。収入額から必要
経費などを差し引いたものが所得で、児童
手当は所得額を用いて判定します※家庭相談員による相談のための身体計測は行いません

６月の乳幼児相談

期　日 会　　場

７日㈭
中里 子育て支援センター「きらりん」
受付時間：午前10時〜11時

６日㈬
千手中央コミュニティセンター
受付時間：午前９時15分〜11時45分

14日㈭

十日町 子育て支援センター「くるる」
受付時間：午前10時〜11時30分
※栄養士による相談は21日㈭に変更

松之山 子育て支援センター「にこにこ」
受付時間：午前９時〜11時

22日㈮
十日町保健センター
受付時間：午前10時〜11時30分

25日㈪
松代 子育て支援センター「すくすく」
受付時間：午前９時〜11時30分

26日㈫
十日町 子育て支援センター「くるる」
午前10時〜正午・午後１時30分〜３時

子育て支援課保育園係 ☎757-9169問

〔健康相談〕

〔育児相談〕

６月のちびっこひろば　活動の内容は市報４月 25 日号 6 〜７ページをご覧ください。

対

日

対

日

問会

対

日

問会

対

対

日

日

問

問

会

会

会

問

日

会

対

問

対

対

日

日

問

問

会

会

対

日

問会

対

日

問

日

問

会

対

日

日

会

会

問

問

他

会

問

日

日

問会

会

日

会

日

会

日

￥

ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―
４
３

７
７)

、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

７
５
６

｜
５
０
１
３
）

　
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
雨
天

時
は
雨
漏
り
の
た
め
、
一
部
使
用

で
き
な
い
場
所
（
入
り
口
側
の
４

分
の
１
程
度
）
が
あ
り
ま
す
。
注

意
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー

市
民
体
育
館
の
使
用
に
つ
い
て

問

　
６
月
２
日
㈯
午
前
７
時
30
分
〜

　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
４
、
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
代
、

軽
食
代
込
み
）

　
先
着
50
人

日会￥定申

問

第
８
回 

市
長
杯
フ
ァ
ミ
リ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

　
・
　
５
月
28
日
㈪
ま
で
に
、
参

加
費
を
添
え
て
サ
ン
パ
レ
ス
ナ

カ
ゴ
（
☎
７
６
８
―
４
４
１
９
）

　
・
集
合
場
所
＝
６
月
24
日
㈰
午

前
８
時
30
分
市
役
所
本
庁
前
集

合
〜
午
後
５
時
到
着
予
定
※
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎

　
小
学
５
年
生
以
上
で
約
５
時
間

自
然
観
察
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

山
伏
山
風
穴
～
信
越
ト
レ
イ

ル
～
大
厳
寺
高
原
ブ
ナ
林

日対

￥定持申

問

Ｆ

　
５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

第
２
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
第
２
期
及
び
介
護
保
険
料
第
２

期
の
納
付
月
で
す
。
期
限
（
５
月

31
日
）
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
税
務
課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉

課 ５
月
の
納
税
・
納
付

問

【
法
律
相
談
】

　
毎
週
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
本
庁
相
談
室

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）
へ
予
約

【
行
政
相
談
】

【
６
月
５
日
㈫
】

　
午
後
１
時
〜
３
時

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

【
６
月
８
日
㈮
】

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
本
庁
相
談
室

【
６
月
20
日
㈬
】

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
は
あ
と
ふ
る
川
西

【
６
月
16
日
㈯
】

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
中
里
庁
舎

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

６
月
の
休
館
日

タ
ー
＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
毎
週
㈪

●
博
物
館
＝
毎
週
㈪

●
松
之
山
郷
民
俗
資
料
館
＝
毎
週
㈫

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
＝
毎
週
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
19
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
13
日
㈬
・

27
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫

各
種
相
談
の
お
知
ら
せ

問

問問

日会

【
人
権
相
談
】

【
６
月
４
日
㈪
】

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー

【
６
月
５
日
㈫
】

　
午
後
１
時
〜
３
時

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

【
６
月
６
日
㈬
】

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
上
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

【
６
月
７
日
㈭
】

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
中
里
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）

【
定
例
年
金
相
談
】

　
６
月
14
日
㈭
・
28
日
㈭
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

　
ク
ロ
ス
テ
ン

　
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
７
４
８
）

【
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
】

　
６
月
８
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
※
要
予
約

　
本
町
分
庁
舎

　
お
お
む
ね
30
代
半
ば
ま
で
　

　
若
者
の
た
め
の
仕
事
相
談

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
が
お
か
（
☎

むし歯のないよい歯の子
４月の３歳児健診を受けた子34人

よい歯の子 住　所 保護者

村 山 奏
か

乃
の

（高田町３東） 等

村 山 葵
あお

音
ね

（稲荷町１） 哲也

庭 野 貫
かん

太
た

（下川原町） 友和

越 井 　 翔
かける

（新座３） 洋介

小 林 実
み

央
お

（新座４- １） 弘幸

大 島 知
ち

花
か

（本町７- １） 貴博

村 尾 颯
はや

音
と

（南新田町１） 猛

庭 野 美
み

優
ゆ

（四日町１） 弘樹

庭 野 蒼
あお

生
い

（上原） 寛篤

清 水 昭
あき

寿
ひさ

（旭ヶ丘） 宏

樋 口 梨
り

花
はな

（背戸） 武光

金 澤 真
しん

之
の

介
すけ

（中条島） 健太

板 場 虹
こう

介
すけ

（川治上町１） 文生

板 場 芽
め

生
い

（川治上町１） 文生

よい歯の子 住　所 保護者

小 柳 穂
ほ

乃
の

花
か

（塚原町） 昌行

小 林 杏
あん

愛
な

（錦町２） 正英

大 津 愛
あ

夢
む

（山本町１） 吉史

近 藤 優
ゆ

空
あ

（上新田３） 一樹

金 澤 巧
たく

真
ま

（水沢１） 賢徳

上 村 香
か

凛
りん

（太田島１） 純洋

根津 俊
しゅん

太
た

郎
ろう

（伊達２） 智彦

市 村 凌
りょう

雅
が

（伊達４） 之将

梅 澤 蓮
れん

慈
じ

（大黒沢２） 伸悟

宮 澤 櫂
かい

成
せい

（小黒沢） 秀実

保 坂 駿
しゅん

多
た

（姿２） 利之

八 重 澤 夢
ゆめ

叶
か

（発電所通り西） 竜也

星 名 里
り

音
のん

（学校町） 慎吾

渡 貫 芽
め

依
い

（新町新田） 克典

※保護者の承諾を得て掲載しています

を
歩
け
る
人
※
小
学
生
は
保
護

者
同
伴

　
無
料

　
先
着
25
人

　
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど
※

歩
き
や
す
い
靴
と
服
装

　
・
　
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

（
携
帯
）
を
明
記
し
、
は
が
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
〒
９
４
８

｜

０
０
５
６
十
日
町
市
丑
９
１
５

｜

２
環
境
衛
生
課
（
☎
７
５
２

｜

３
９
２
４
、　

７
５
７

｜

１

７
５
１
）

問問 会 会会 会 会

会会会会

会内 対 日 日



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

16市報とおかまち　平成24年5月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年5月25日号17

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　
・
　
３
事
業
共
通
、
６
月
29
日

地
中
の
漏
水
は
発
見
が
遅
れ
る
こ

と
が
多
く
、
相
当
の
額
の
水
道
料

金
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
日
頃
か
ら
メ
ー
タ
ー
に
異
常

が
な
い
か
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
上
下
水
道
局
（
☎
７
５
７

｜

３

１
１
５
）

　
６
月
２
日
㈯
午
後
１
時
〜
６
時

　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
て
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
な

ど
で
金
銭
被
害
に
あ
っ
た
人
の

無
料
電
話
相
談

●
相
談
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７
０

―
０
４
５
５
３
３
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）
※
通
話
料
は
負
担

　
新
潟
県
弁
護
士
会
（
☎
０
２
５

―
２
２
２
―
５
５
３
３
）

　
６
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
※
電
話
予
約
が
必
要

●
電
話
予
約
＝
６
月
１
日
㈮
午
後

１
時
〜
７
時
、
２
日
㈯
・
３
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
、
☎

０
２
５
―
２
６
３
―
３
０
６

０
、
☎
０
２
５
―
２
６
１
―
３

２
７
９

　
民
事
事
件
（
離
婚
・
相
続
・
賃

「
平
成
24
年
豪
雪
災
害
等
復
旧

支
援
資
金
」
を
借
り
入
れ
た
人

　
利
子
補
給
お
よ
び
保
証
料
補
助

※
こ
れ
に
よ
り
貸
し
付
け
後
５
年

間
に
限
り
、
無
利
子
・
無
保
証

料
と
な
り
ま
す

●
基
準
金
利
＝
１
・
16
〜
２
・
55

％
●
取
扱
金
融
機
関
＝
第
四
銀
行
・

大
光
銀
行
・
北
越
銀
行
十
日
町

支
店
・
十
日
町
農
業
協
同
組
合

本
店
・
塩
沢
信
用
組
合
・
上
越

信
用
金
庫
松
代
支
店

　
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎
７
５

７

｜

３
１
２
０
）

　

川
西
・
松
代
・
松
之
山
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７
５
０

｜

５
０
１
０
） 

０
１
）

【
心
配
ご
と
相
談
】 

◇
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
毎
週
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◇
社
会
福
祉
協
議
会
中
里
支
所

　
６
月
15
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

０
２
５
８

｜

38

｜

６
１
８
１
）

【
多
重
債
務
相
談
】

　
解
決
策
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ま

ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
６
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
※
要
予
約

　
本
庁
相
談
室

　
借
金
ト
ラ
ブ
ル

　
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
☎
７

５
７

｜

３
７
４
０
）

【
消
費
生
活
相
談
電
話
】

　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）

　
買
い
物
や
契
約
で
困
っ
て
い
る

人
●
相
談
＝
☎
７
５
７

｜

３
７
４
０

【
教
育
相
談
（
青
少
年
）】

　
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）
※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
要
予
約

　
・
　
教
育
セ
ン
タ
ー
（
川
西
庁

舎
内
）
※
電
話
相
談
（
☎
７
５

６

｜

５
０
１
０
）
や
訪
問
も
行

っ
て
い
ま
す

【
女
性
相
談
専
用
電
話
】

　
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
相
談
電
話
＝
（
企
画
政
策
課
協

働
推
進
係
内
☎
７
５
７

｜

３
７

問

問

問会 会内内日

日日日 他

日日 日

平
成
23
年
度
豪
雪
・
24
年
４

月
暴
風
に
よ
る
被
災
農
家
の

資
金
繰
り
支
援

　
平
成
23
年
度
豪
雪
お
よ
び
24
年

４
月
の
暴
風
で
被
害
を
受
け
た

農
林
漁
業
者
で
「
新
潟
県
農
林

水
産
業
振
興
資
金
（
８
号
資

金
）」
ま
た
は
Ｊ
Ａ
十
日
町
の

産
業
政
策
課
か
ら
事
業
助

成
の
お
知
ら
せ

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

６
月
１
日
㈮
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

サ
ク
ラ
サ
イ
ト
被
害
撲
滅

全
国
一
斉
１
１
０
番

　
市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ

て
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁

護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
厳
守
で
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
（
行
政
区
と
電

話
番
号
）
＝
▼
十
日
町
地
域

：

松
井
定
延
（
美
雪
町
３
☎
７
５

７
―
４
６
３
２
）、
大
嶋
紘
一

（
原
☎
７
５
５
―
２
０
７
７
）、

小
川
周
策
（
水
口
☎
７
５
５
―

２
７
０
９
）、
尾
身
静
榮
（
高

島
２
☎
７
５
７
―
６
９
７
１
）

▼
川
西
地
域

：

滋
野
豊
子
（
野

口
☎
７
６
８
―
２
６
２
６
）、

小
川
靖
夫
（
高
原
田
☎
７
６
８

―
３
４
２
１
）
▼
中
里
地
域

：

齋
藤
馨
爾
（
本
屋
敷
☎
７
６
３

―
２
１
６
６
）、
南
雲
カ
ツ
ミ

（
田
中
☎
７
６
３
―
２
３
７
０
）

▼
松
代
地
域

：

石
黒
良
泉
（
室

野
☎
５
９
８
―
２
０
０
３
）
▼

松
之
山
地
域

：

樋
口
京
子
（
中

尾
☎
５
９
６
―
２
１
０
７
）

【
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
】

　
・
　
▼
６
月
１
日
㈮
午
後
１
時

〜
３
時

：

十
日
町
合
同
庁
舎
、

平
成
園
▼
６
月
４
日
㈪
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

：

松
代
総
合

セ
ン
タ
ー
▼
６
月
５
日
㈫
午
後

１
時
〜
３
時

：

松
之
山
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
▼
６
月
６
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

：

上
野

問問 日内

日

会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▼
６

月
７
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
３

時

：

中
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

　
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

貸
借
・
土
地
関
係
な
ど
）
※
係

争
中
の
事
件
は
除
く

　
新
潟
大
学
五
十
嵐
キ
ャ
ン
パ
ス

（
新
潟
市
）

　
工
藤
（
☎
０
９
０
―
７
９
３
６

―
５
９
４
２
）

内 日

会問

新
潟
大
学
法
律
相
談
部
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
会

内 対

「市報とおかまち」を
製本しませんか

　市では、保存と閲覧に利用するた

め、１年間分の市報を毎年製本して

います。今回も第145号（平成23年

４月10日号）から第168号（平成

24年３月25日号）の24冊を合冊製

本します。

　市民の皆さんにもあっせんします

ので、希望する場合は、次のとおり

申し込んでください。

●製本費用：800円　※送料別

　㈱滝沢印刷（本町２）

　☎757-2191

　※市報（第145号から168号）を

　用意して申し込んでください

●申込み締切り：６月29日㈮

　企画政策課秘書広報係

　☎757-3112

問

申

問

６
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭

第
54
回
水
道
週
間

【
～
さ
あ
今
日
も
水
と
元
気
が
蛇

口
か
ら
～
】
水
道
は
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
経
済
活
動
を
支
え
る
必
要
不
可

欠
な
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◎
漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
　

　
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２
か
月

に
１
回
で
す
。
宅
内
の
給
水
管
の

漏
水
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

止
水
栓
の
故
障
は
、
使
用
者
（
所

有
者
）の
管
理
責
任
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
確
認
し
に
く
い
床
下
や

区　　分 給水人口（人） 割合（％）

上水道 33,000 55.7 

簡易水道 24,978 42.1 

小規模水道 225 0.4 

組合営水道 197 0.3 

自家用水のみ 892 1.5 

合　　計 59,292 100.0 

十日町市の水道利用状況
（平成24年４月１日現在）

さ
い
。
い
ず
れ
も
市
税
な
ど
の
滞

納
者
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
十
日
町
市
産
官
学
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
事
業
（
新
規
）】

　
市
内
事
業
者
が
、
大
学
な
ど
と

共
同
で
行
う
研
究
開
発
事
業
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

①
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

企
業
者

②
中
小
企
業
者
を
主
と
す
る
任
意

の
グ
ル
ー
プ

③
市
内
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会

●
補
助
の
対
象
＝
大
学
な
ど
と
行

う
製
品
や
技
術
、
製
造
や
生
産

方
法
に
関
す
る
研
究
開
発

●
補
助
限
度
額
＝
20
万
円
（
補
助

率
２
分
の
１
）

【
十
日
町
市
新
商
品
等
開
発
支
援

事
業
（
継
続
）】

　
新
商
品
の
開
発
に
向
け
た
新
し

い
技
術
や
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
募

集
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
＝
市
内
で
新
商
品

等
開
発
を
行
う
中
小
企
業
者

●
対
象
事
業
・
補
助
限
度
額

①
制
作
部
門

：

試
作
品
の
製
作

・
１
０
０
万
円
（
対
象
経
費
50
万

円
以
上
、
補
助
率
２
分
の
１
）

②
企
画
部
門

：

既
存
商
品
な
ど
の

付
加
価
値
を
高
め
る
企
画

・
20
万
円
（
対
象
経
費
20
万
円
以

上
、
補
助
率
２
分
の
１
）

③
ア
イ
デ
ア
部
門

：

起
業
を
視
野

に
入
れ
た
商
品
開
発
の
取
組
み

・
10
万
円
（
対
象
経
費
５
万
円
以

上
、
補
助
率
２
分
の
１
）

④
起
業
準
備
部
門

：

③
の
取
り
組

み
で
事
業
採
択
さ
れ
た
人
に
よ

る
起
業
準
備
（
設
備
投
資
）

・
20
万
円
（
補
助
率
２
分
の
１
）

【
十
日
町
市
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
応
援

助
成
金
（
継
続
）】

　
新
規
創
業
や
新
分
野
進
出
を
行

う
た
め
の
資
金
を
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
こ
と

①
新
規
創
業
、
ま
た
は
新
分
野
進

出
と
認
め
ら
れ
る
事
業

②
機
械
設
置
、工
具
器
具
の
購
入
、

据
付
費
な
ど
で
事
業
開
始
の
た

め
に
最
低
限
必
要
な
経
費

●
補
助
限
度
額
＝
１
０
０
万
円

（
補
助
率
２
分
の
１
）

※
３
事
業
と
も
審
査
会
を
開
催
し

て
採
択
の
可
否
を
決
定

問

申

情報館　６月のテーマ図書

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

「合
あい

縁
えん

奇
き

縁
えん

」

『奇縁まんだら』『家族のように暮らしたい』

など、「縁」にまつわる本を紹介します。

「写真の本」

『世界遺産一度は行きたい100選』『ぱんだ』

など、見て感じる写真の本を紹介します。

「雨はともだち」

『そらまめくんとめだかのこ』『ぼく、あめ

ふりお』など、雨の季節に楽しい本を紹介

します。

「世界をめぐる　―東アジア編―」

『十万本の矢』『ひつじみち』など、東アジア（中

国、韓国、モンゴル）のお話の本を紹介します。

※テーマは一部変更したり追加したりする場合があります
　情報館　☎750-5100問

薪
を
焼
却
し
て
得
た
灰
の

取
り
扱
い
に
注
意

　
農
業
者
な
ど
が
薪
を
焼
却
し
て

得
た
灰
を
農
地
に
施
用
す
る
場
合

は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
１

kg
当
た
り
４
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

で
な
け
れ
ば
使
用
し
な
い
よ
う
国

が
指
導
し
て
い
ま
す
。
灰
へ
の
濃

縮
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
安
全

が
確
認
で
き
な
い
も
の
を
農
地
や

食
品
の
ア
ク
抜
き
な
ど
に
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
販
売
し
て
い

る
も
の
は
安
全
で
す
。

　
防
災
安
全
課
（
☎
７
５
７
―
３

１
９
７
）

問

㈮
ま
で
に
、
産
業
政
策
課
産
業

企
画
係
（
☎
７
５
７
―
３
１
３

９
）
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今
、
北
京
・
上
海
の
よ
う
な
大
都
市

で
部
屋
を
買
う
に
は
1
㎡
当
た
り
30
万

〜
40
万
円
す
る
の
は
普
通
で
す
。
し
か

し
一
般
的
な
大
卒
の
給
料
が
月
４
万
〜

５
万
円
。
普
通
の
人
に
と
っ
て
家
を
持

つ
の
は
高
根
の
花
で
、
1
つ
の
ア
パ
ー

ト
で
複
数
世
帯
が
住
ん
で
い
る
光
景
が

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ

う
に
狭
い
と
こ
ろ
で
生
活
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
蝸ウ
�

居ジ
ュ
ー」（
中
国
語
で
カ
タ
ツ

ム
リ
の
家
と
い
う
意
味
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
大
都
市
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
若
者
も
家
賃
が
高
い

た
め
、
狭
い
部
屋
で
ア
リ
の
群
れ
の
よ

う
に
群
居
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
若
者

は
「
蟻イ
ー
ズ
ー族
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
や
っ
と
頭
金
を
払
え
る
よ
う
に
な

っ
て
も
、
次
は
何
十
年
も
か
け
て
ロ
ー

ン
を
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
人
は
「
房
フ
�
ン

奴ヌ
ー

」（
中
国
語
で
家
の
奴

隷
と
い
う
意
味
）
と
呼
ば
れ
、
衣
食
住

の
「
住
」
は
普
通
の
中
国
人
に
と
っ
て
、

避
け
ら
れ
な
い
重
い
問
題
で
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
お
金
持
ち
の
家
に

生
ま
れ
た
人
の
こ
と
を
「
富フ
ー

二ア
ー

代ダ
イ

」
と

呼
び
ま
す
。
世
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
で
は

親
の
金
で
ぜ
い
た
く
な
生
活
を
し
て
、

努
力
な
し
に
何
不
自
由
の
な
い
生
活
を

手
に
入
れ
た
傲
慢
な
人
た
ち
の
こ
と
で

す
。
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
も
「
富
二
代

が
高
級
車
で
事
故
を
起
こ
し
た
」
な
ど

と
よ
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
全
て
の
「
富
二
代
」
が
規
則
や
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
の
で
、

こ
の
呼
び
方
に
は
一
種
の
偏
見
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
貧
富
の
差
の
激

し
さ
に
対
す
る
普
通
の
人
の
不
満
で
も

あ
り
ま
す
。

中国の市街地にある一般的なアパート

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

　
☎
７
５
７

�

３
１
１
２

中条中学校　生徒会「高陵会」

　高陵会の今年のスローガンは「中条維新〜

未来に継
つな

ぐ志〜」。これまでの考え方にとら

われず、新しいことをしていきたい。維新に

はそんな思いが込められています。

　中条中学校の伝統的な行事や活動をしっか

りと自分たちの手で引き継ぎ、さらに新しい

活動も取り入れて伝統にして、これから中条

中学校に入学してくる子どもたちにつないで

いきたいと毎日活動しています。

　
活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
�
左
記
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
�

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
と
サ
ポ

☎
０
８
０

�

３
５
２
２

�

２
３
１
０

② 金
澤
葵
生
徒
会
長
―
―
今
は
中
条
中
学
校
を
も

っ
と
良
く
す
る
た
め
に
伝
統
で
あ
る
『
あ
せ
ま

み
れ
運
動
』
で
、
あ
い
さ
つ
の
声
を
大
き
く
し

た
り
、
正
し
い
服
装
を
呼
び
か
け
た
り
し
て
い

ま
す
。
学
校
生
活
を
楽
し
く
す
る
に
は
、
ま
ず

服
装
や
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
参
加
す
る

生
徒
会
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
光
ら
せ

て
輝
い
て
い
け
る
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
こ
う

と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋
将
也
先
生
―
―
生
徒
た
ち
は
明
る
く
さ
わ

や
か
で
、
何
よ
り
企
画
力
が
あ
り
ま
す
。
学
校

を
良
く
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
は
何
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
他
人
事
で
は
な
く
て
、
自

分
た
ち
の
こ
と
と
捉
え
て
が
ん
ば
れ
る
メ
ン
バ

ー
で
す
。
今
後
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

美
し
い
青
い
鳥
　
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

　
夏
鳥
と
し
て
５
月
上
旬
に
渡
っ
て
く

る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、
く
ち
ば
し
と
足

が
赤
く
、
全
身
が
青
緑
色
の
美
し
い
鳥

で
す
。
飛
び
方
は
し
な
や
か
で
、
木
の

こ
ず
え
や
電
線
か
ら
飛
び
立
ち
、
長
い

翼
を
う
ま
く
操
り
空
中
を
軽
や
か
に
ひ

る
が
え
り
、
カ
ナ
ブ
ン
な
ど
の
甲
虫
を

は
じ
め
、
ト
ン
ボ
や
セ
ミ
な
ど
の
大
型

の
昆
虫
を
捕
り
ま
す
。
翼
に
よ
く
目
立

つ
白
い
紋
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
紋
付

き
鳥
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ッ
、

ゲ
ッ
と
い
う
よ
く
響
く
声
で
鳴
き
、
気

持
ち
が
高
ぶ
る
と
ゲ
ー
、
ゲ
ゲ
ゲ
ゲ
ッ

と
け
た
た
ま
し
く
鳴
き
ま
す
。
見
通
し

が
利
く
大
き
な
杉
の
木
の
こ
ず
え
に
よ

く
と
ま
り
ま
す
。

　
東
日
本
で
は
絶
滅
の
危
機
に
ひ
ん
し

て
い
る
鳥
で
す
が
、
長
野
県
や
新
潟
県

の
一
部
で
繁
殖
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県

で
は
、
昔
は
た
く
さ
ん
生
息
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
そ
の
数
が
激
減
し
、
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
松
之
山
と
松
代
地
域
は
県
内
で
も

数
少
な
い
繁
殖
地
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ブ
ナ
な
ど
の
木
の
洞
で
繁
殖
し
ま
す

が
、
巣
箱
を
利
用
す
る
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
て
、
電
柱
や
木
に
巣
箱
を
架
設
す

る
保
護
活
動
が
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
松
之
山
野
鳥
愛
護
会
で
も
巣
箱

を
架
設
し
て
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
保
護
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
松
之

山
地
域
で
は
、
昨
年
と
お
と
と
し
に
３

つ
の
巣
箱
を
利
用
し
て
、
２
年
間
と
も

10
羽
ず
つ
の
ひ
な
が
巣
立
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
キ
ョ
ロ
ロ
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

�

８
３
１
１

Ｑ
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
�

　
十
日
町
お
や
こ
劇
場
は
、
演
劇
や
大

道
芸
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
プ
ロ
に
よ
る

迫
力
あ
る
舞
台
を
、
家
族
や
友
達
で
楽

し
む
会
で
す
。
鑑
賞
だ
け
で
な
く
、
演

者
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
受
付
や
片
付

け
、
と
き
に
は
司
会
や
照
明
な
ど
も
し

て
も
ら
い
ま
す
。
運
営
へ
の
関
わ
り
の

な
か
で
子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
と
保
護
者
か
ら
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
鑑
賞
活
動
の
ほ
か
に
も
キ
ャ

ン
プ
や
定
期
的
な
集
会
な
ど
の
自
主
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
心

の
幹
を
育
て
、
感
受
性
豊
か
な
子
ど
も

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す

　
か
？

　
次
回
の
鑑
賞
会
は
、
６
月
２
日
㈯
に

演
劇
「
君
が
い
る
か
ら
」
を
、
６
月
16

日
㈯
に
人
形
劇
「
サ
ク
ラ
が
い
く
！
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ

る
人
は
会
員
登
録
の
う
え
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ
ひ
と
サ
ポ
に
期
待
す
る
こ
と
は
あ
り

　
ま
す
か
？

　
活
動
を
周
り
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
難
し
い
で
す
。ひ
と
サ
ポ
を
通
じ
て
、

ほ
か
の
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
と
交
流

し
な
が
ら
横
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
活

動
を
広
げ
た
い
で
す
ね
。

活
動
を
通
し
て
�
感
受
性
豊
か
な

子
ど
も
を
育
て
ま
す
！
　

十
日
町
お
や
こ
劇
場
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わが
家の

わが
家の

▼
こ
の
４
月
か
ら
川
西
地
域
の
広
報
を
担

当
し
ま
す
、（
齋
）
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
先
日
、
広
報
担
当

者
会
議
に
出
席
し
、
カ
メ
ラ
の
操
作
方
法

や
記
事
の
書
き
方
な
ど
の
研
修
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
市
報
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る

人
に
現
場
の
情
景
や
イ
ベ
ン
ト
の
雰
囲
気

が
伝
わ
る
記
事
を
書
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▼
大
地
の
芸
術
祭
の
開
催
ま
で
65
日
。
広

報
担
当
と
し
て
、
芸
術
祭
に
向
け
た
各
地

域
の
取
組
を
取
材
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
も
ら
え
れ
ば
お
邪

魔
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
前
号
で
は
久
し
ぶ
り
に
表
紙（
の
一
部
）

を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材
で

は
一
眼
レ
フ
の
大
き
い
カ
メ
ラ
で
撮
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
難
し
く
て
な
か
な
か
私

に
は
う
ま
く
撮
れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
ん
な

下
手
く
そ
が
撮
っ
て
も
画
像
は
コ
ン
パ
ク

ト
デ
ジ
カ
メ
よ
り
明
ら
か
に
美
し
い
で

す
。

▼
私
用
で
も
ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
と
い
う
種

類
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
パ

ク
ト
な
レ
ン
ズ
交
換
式
カ
メ
ラ
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
画
質
は
普
通
の
一

眼
に
引
け
を
取
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
や

は
り
私
の
腕
が
追
い
付
か
ず
購
入
し
て
3

年
、
宝
の
持
ち
腐
れ
の
よ
う
な
気
が
し
て

き
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
生
か
す
た
め
に

も
、
市
報
で
役
立
て
る
た
め
に
も
腕
を
上

げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
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　「イクメン」とは育児を楽しんでいるメ
ンズ（男性）、「カジダン」とは家事に積
極的な男性のことです。そんな我が家自
慢のイクメン・カジダンを紹介します。

　子どもを寝かせつけるなどとても協力
してくれます。休みの日にはみんなで公園
に行って遊んでくれます。３兄弟に負け
ずがんばってくれるパパです（ママより）

パ
パ

：

上
村
亮
一
さ
ん
（
38
歳
・
南
鐙
坂
）

パ
パ

：

丸
山
史
浩
さ
ん
（
28
歳
・
錦
町
１
）

②

２

(佐) (齋)

〜店舗は深夜まで営業。みなさんの地域にメルシー号が生鮮食品をお届けします〜

　 昭 和62年、 土

市 で16坪 の 小 さ

な個人店から始め

ました。「食品小

売業を通じて地域

に貢献する」を会

社理念の一つとし

て、平成13年に現在の場所へ土市店を拡大移転

し、現在では中条店・津南店も展開しています。

創業当時としては珍しく年中無休、午後10時ま

での営業で、現在も午前０時まで営業しています。

　店では生鮮食品の販売だけではなく、生産者の

声が直接聞ける「地元の物産」や自社で手作りを

している「あんぼ」などの独自性を持った販売も

展開しています。特に、創業当時から「メルシー

号」による生鮮食品の移動車販売を手掛けていて、

十日町地域や川西地域を毎日欠かさず回っていま

有限会社　メルシーさとう
代 表 者：代表取締役　佐藤　昭
所 在 地：十日町市馬場丁1664（メルシーどいち）
連 絡 先：☎758-3695
従業員数：40人
事業内容：生鮮食品・日

用生活用品の
販売、移動販
売

す。事前の連絡でご希望の商品を持っていくこと

もできます。これからも必要としてくれるお客様

のために「お客様の利

益を第一に考え行動す

る」気持ちを大切にし

ながら、時代の変化に

対応した営業に取り組

んでいきます。

　山頂の天守閣横での地域繁栄・無病息災・登

山者安全祈願祭に続いて、大井田城や周辺６城

跡との狼
のろし

煙交換や、大名行列が行われます。行

列には、上野小学校児童による少年剣士や、輿
こし

に乗ったかわいらしい姫様も参加し、まつりに

花を添えます。

　メーン会場の節黒城跡キャンプ場では、恒例

の埋蔵金探しや、大名まつりパーティーなどが

行われ、会場は大いに盛り上がります。

■日時：６月10日㈰　午前10時〜午後３時

■会場：節黒城跡キャンプ場

■参加費：見学無料

※大名まつりパーティー（宴会）に参加する場

合は2,000円が必要

■問合せ：節黒城跡保存会事務局・高橋　

　　　　　☎768-2068

大名行列や埋蔵金探しも！節黒城山開きまつり

　毎朝、子どもの身支度を手伝い、時間
があるときは遊んでくれます。子どもの
具合が悪いときは家事をしてくれる、や
さしく頼もしいパパです。（妻より）

織物会社の春の慰安旅行
　●	撮影時期：昭和34年４月29日

　●	撮影場所：長野県千曲市　上山田温泉

　織物産業が最盛期の頃、各社は競うよ

うに慰安旅行を行いました。この年、関

芳織物ではバス十数台を連ねて、善光寺

経由で上山田温泉に行きました。1,000

人を超える従業員が旅館に分宿したの

で、温泉街は貸し切り状態になりました。

●問合せ：博物館　☎757-5531

カメラマンにも人気の伝統行事「節黒城山開きまつり」が今年も開催されます。
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数
え
年
７
歳
の
男
の
子
が
松
苧
神
社
へ
初
参
拝
す
る
伝
統
行
事

「
七
ツ
詣
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
12
人
の
男
の
子
が
神
社

へ
の
険
し

い
登
山
道

を
登
り
、

お
は
ら
い

を
受
け
ま

し
た
。

　青空の下での十日

町クリーン作戦2012。

メーン会場の信濃川

水辺の楽校「つまりっ

子ひろば」には、家族

連れなど約850人が集

まり、河川敷や道路の

ごみ拾いに汗を流し

ました。

クリーン作戦3,110㎏のごみが集まりました
４月29日（昭和の日）：十日町地域など

　保育園児から小学１年生まで対象のキッズダンス教

室（中里総合クラブY
よ ー べ

O-BE主催）が開講。女の子を中

心に約20人がヒップホップのリズムに乗って元気に体

を動かしました。同クラブでは、受講生を随時募集して

います。詳しくは事務局（☎761-7474）まで問い合わ

せてください。

中　
里
リズムにのってダンス！
５月10日㈭：中里ショッピングセンターユーモール

険
し
い
登
山
道
を
登
る
子
の
姿
に
成
長
を
実
感

松　代

5
月
8
日
㈫
：
松
苧
神
社
（
犬
伏
集
落
） 水

ば
し
ょ
う
が
咲
く
中
で
の
に
ぎ
わ
い

川　西

５
月
６
日
㈰
：
野
口
水
ば
し
ょ
う
公
園

　
淡
い
白
色
の
花

が
参
加
者
を
迎
え
、

恒
例
の
「
野
口
水
ば

し
ょ
う
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
約
１
０
０

人
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
や
屋
台
な
ど
で

大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

十
日
町

十
日
町

「みどりの葉」２万枚にチャレンジ
４月20日㈮：関浅集落

　八箇地区が５回目にして芸術祭に初め

てチャレンジ。老若男女、子どもたちも

集まり「みどりの部屋」を飾りつくす２

万枚の「みどりの葉」づくりに燃えてい

ます。「達成が楽しみ」とがんばってい

ます。（　 風間栄光さん）

新緑に包まれ清掃活動、心もきれいになったね！
５月２日㈬：美人林

松
之
山

十
日
町
魚沼の早春を描いた作品を展示

本町分庁舎ウィンドウギャラリー

　今回は、永井昭司さん

（南魚沼市）の自然豊か

な魚沼の早春を描いた作

品で、厳しい冬明けを思

い起こさせてくれます。

県展奨励賞の作品など５

点が７月７日まで展示さ

れています。（　 風間栄

光さん）

　「緑の少年団」を組織し、自然に親しむ活動をして

いる松之山小学校児童が、毎年恒例の「美人林清掃遠

足」を行いました。雪の残る林の中を歩き回り、懸命

に小枝などを拾い集めました。

叙勲おめでとう
ございます

小澤　勝義さん（小泉３・72歳）

瑞
宝
双
光
章

（
消
防
功
労
）

　長年にわたり消防の危険業務に従事し

た功績が認められました。小澤さんは分

署長や消防本部予防課長を歴任、特に火

災予防思想の普及啓発に尽力しました。

瑞
宝
単
光
章

（
統
計
調
査
功
労
）

富井　良通さん（土市１・80歳）

　長年にわたり統計調査に従事した功績

が認められました。富井さんは、「受章

できたのも統計調査員協議会の皆さんの

おかげです」と話していました。

旭
日
単
光
章

（
商
工
業
振
興
功
労
）

上原　　巳さん（上山・80歳）

　長年にわたり地域商工業の振興発展

に尽力した功績が認められました。上

原さんは、平成11年に中里商工会会

長に就任、以来５期13年にわたり会

長職を務めました。
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　「
現
在
は
、
米
の
直
販
を
は
じ
め
と
す

る
営
農
生
計
の
確
立
と
、
イ
ン
タ
ー
ン
の

受
け
入
れ
な
ど
、
後
継
者
の
環
境
整
備
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、事
務
局
長
の
多
田
朋
孔
さ
ん
（
池
谷
・

34
歳
）。
多
田
さ
ん
は
池
谷
集
落
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何
度
も
訪
れ
、
平
成
22

年
か
ら
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
妻

と
息
子
の
３
人
で
集
落
に
居
住
し
て
い
ま

す
。
集
落
は
現
在
８
世
帯
。
23
年
に
は
県

外
か
ら
２
人
の
若
い
女
性
が
移
住
し
て
き

た
ほ
か
、
２
か
月
前
に
は
多
田
さ
ん
に
第

２
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
は
37
世
帯
あ
っ
た
池
谷

集
落
も
中
越
大
震
災
後
に
は
わ
ず
か
６
世

帯
ま
で
減
り
、
高
齢
化
率
が
60
％
と
な
っ

た
池
谷
集
落
。
一
度
は
廃
村
に
な
り
か
け

ま
し
た
が
、
現
在
高
齢
化
率
は
44
％
ま
で

下
が
り
、限
界
集
落
か
ら
脱
却
し
ま
し
た
。

　
個
性
豊
か
な
発
想
を
生
か
し
、
住
民
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
人
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
て
、
２
月
に
は
地
域
づ
く
り
総

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
多
田
さ

ん
は
、「
米
の
直
売
を
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー

ン
生
の
受
け
入
れ
や
ほ
か
の
地
域
へ
の
派

遣
、
飛
渡
地
区
の
各
集
落
と
連
携
し
た
直

売
所
の
設
営
な
ど
、
若
い
人
が
十
日
町
市

に
住
ん
で
生
活
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り

に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

50

る
営
農
生
計
の
確
立
と
、
イ
ン
タ
ー
ン
の

受
け
入
れ
な
ど
、
後
継
者
の
環
境
整
備
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

限
界
集
落
か
ら
の
脱
却
。
活
気
あ
ふ
れ
る
池
谷

　
中
越
大
震
災
の
翌
年
に
�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
団
体
と
し
て
池
谷
集
落
な
ど
で
立

ち
上
げ
ら
れ
た
「
十
日
町
市
地
域
お
こ
し
実
行
委
員
会
」�
24
年
４
月
か
ら
は
N
P
O
法

人
と
し
て
そ
の
活
動
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
�
限
界
集
落
を
脱
却
し
「
奇
蹟
の
集
落
」
と

呼
ば
れ
た
池
谷
集
落
で
こ
れ
か
ら
も
存
続
を
目
標
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
�

十
日
町
市
地
域
お
こ
し
実
行
委
員
会

●
問
合
せ
　
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
７
６
１

�

７
０
０
９

　米の発送作業を行う集落の皆さん。集落には現在８世帯19人が居住。か
つては限界集落と呼ばれた池谷集落も、若者の移住や赤ちゃんの誕生で活気
が戻りつつあります。

　雪掘りボランティア「スノー
バスターズ」がテレビ局の取材
を受けている様子。冬は除雪、
夏は農作業体験などを行い、年
間を通して都市部の住民と交流
を行っています。昨年は延べ
1,100人が集落を訪れました。

　集落内で栽培しているコシヒカリ
「山清水米」の発送作業。このほか
完全無農薬・無化学肥料米、はざか
け米も栽培しています。
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